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［２０２０年４月１９日主日礼拝説教要旨］ 

 

「生 け る 望 み」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ １：３～９ 

今週の御言葉：「神は、ご自分の大きなあわれみのゆえに、イエス・キリストが死者の中か

らよみがえられたことによって、私たちを新しく生まれさせて、生ける望

みを持つようにしてくださいました。」（Ⅰペテロ１：３） 

 

＜導 入＞ 

 今年のイースター礼拝は、ＤＶＤによるものとなりました。礼拝の持ち方は違っても、イ

エスの復活を喜び、心から感謝する思いは変わりません。イエスの復活は、私たちの救いの

確信の中心です。私たちは、イエスの復活を疑う者ではありません。それは、歴史的な事実

だからです。しかしそのことは、約２千年前に起きた出来事です。イエスの復活は、そのよ

うな遠い時代に起こったにもかかわらず、今生きている私たちに深く関わる出来事です。イ

エスの復活が、私たちの信仰にどのように結びつき、信仰をささえているかが大切です。 

ペテロは、復活されたイエスに出会い、その事実を体験した一人でした。今朝は、ペテロ

の手紙第一をとりあげたいと思います。この手紙は、ローマ帝国のネロの迫害が厳しかった

時に、「ポント、ガラテヤ」などの小アジア地方にいるクリスチャンたちに宛てて書かれまし

た。年代的には、西暦６３，６４年頃で、ペテロがよみがえられたイエスに出会ってから、

およそ３０年は経っていたと思われます。それでも、彼にとって、復活されたイエスに出会

った体験は鮮明で、忘れることのできないものでした。その体験をもとに、当時迫害に遭っ

ていたクリスチャンを励ますために手紙を書きました。 

 

主 題：イエスの復活によって、天国が確実のものとなりました。この地上では、苦難に直

面しますが、私たちには、神様の守りがあり、復活されたイエスに出会うという希

望があります。  

 

    Ⅰ．天の資産 

▽Ⅰペテロ１：３ 「イエス・キリストが死者の中からよみがえられたことによって、私た

ちを新しく生まれさせて」とあります。先週もお話しましたが、復活されたイエスのいのち、

永遠のいのちが、イエスの復活を信じる者に与えられて、私たちの内側で新しい創造が始ま

ります。私たちがイエスの復活を信じるならば、人生が根底から変わります。物の見方や考

え方、関心や興味の方向性、生活のあり方に大きな変化が起こります。それは、新しい創造

というべきもので、生まれ変わったとしか言いようもないものです。新しい創造は、神様が

「ご自分の大きなあわれみ」の故に起こります。神様のあわれみとは、神様の真実な愛とい

う意味です。神様は、真実な愛をもって私たちを愛してくださったので、今までとは全く違

った人生に導き入れられました。その人生は、「生ける望みを持つ」人生です。クリスチャン

の人生には、希望があります。この世の多くの人々が希望を探していますが、私たちは希望

をもって生きる者です。この希望は「生ける望み」です。私たちの望みは、イエスの復活に

よって現実のものとなりました。私たちが、望んでいるものは何でしょうか。 

Ⅰペテロ１：４ それは、「朽ちることも汚れることも、消えて行くこともない資産」です。
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ここの「資産」という言葉は、旧約聖書では、普通「カナン」、すなわち約束の地として使わ

れています。イスラエルの民は、カナンの地、約束の地を目指して旅をしました。しかし、

ここで言われている資産は「朽ちることのない」誰も破壊することのない資産、罪や偶像に

よって「汚れること」のない資産、「消えて行くことのない」永遠の資産です。それはこの世

のものではなく、天にある資産です。つまり、天国です。さらに、ここの「資産」という言

葉には、いつの日か手に入るものではなく、もう確実に自分のものになっているものを指し

ています。イエスの復活によって、天国はもうすでに私たちのものです。 

かつて、ペテロがイエスとともに歩んでいた時に、イエスに次のように言いました。マタ

イ１９：２７～３０ 多くの財産をもっていた青年が、永遠のいのちを得るためにどうした

らよいのですかとイエスに尋ねた時に、イエスはその持ち物を売り払うように言われました。

しかし、その青年はそれができず、イエスのもとから立ち去りました。そのことに関連して、

ペテロが、「自分は何もかも捨てて、イエスに従っているので、何かいただけるでしょうか」

とイエスに問いました。ペテロの心の中には、報いを求める思いがあったようです。それに

対して、イエスは神の国のことや永遠のいのちを得ることを話されました。その時、ペテロ

が、自分の質問に対する答えを得たのかどうかはわかりません。しかし、イエスがよみがえ

られたことによって、確かに天での報いがあることを確信し、それは「天における資産」だ

と理解できたようです。ペテロは、復活されたイエスに出会ってから、この時のイエスの答

えがわかったのです。イエスの復活は、天における報いを確かなものとしました。 

ペテロは、復活されたイエスに出会ってから、天での報いを確信するようになりましたが、

彼が生きていた現実の世界においては、信仰の迫害が吹き荒れていました。そして、クリス

チャンたちの信仰が揺さぶられ、ふるわれていました。現在も、新型コロナウィルスの影響

が日本中、世界中に及んでいます。この脅威は、直接私たちの信仰に対する迫害でないかも

しれません。しかし、ともに礼拝を持ったり、他の集会が持てないことは、クリスチャンた

ちの信仰生活にとってマイナスであり、宣教の働きも進まなくなっているのが現状ではない

でしょうか。さらに、この期間が短かければよいのですが、長期間にわたれば、ダメージは

大きくなっていくのではないかと危惧されます。ペテロは、よみがえられたイエスに出会っ

た体験と、クリスチャンたちが現実の世界でどのような所に置かれているのかを見て、クリ

スチャンたちに神様のメッセージを送っています。 

 

Ⅱ信仰の試練 

▽Ⅰペテロ１：５ ペテロは、クリスチャンたちが置かれている厳しい現実を十分知ってい

ました。その中で、「神様の守り」を信じ、確信していました。詩篇の中に、神様の守りを体

験した人の言葉が記されています。私は、このコロナウィルスが蔓延し始めた頃、あるクリ

スチャンからこの詩篇の言葉を頂きました。詩篇９１：１～６ 神様は、このように約束し

てくださいました。リビングバイブルでは、次のように訳されています「私たちは、どんな

神々にもまさる神様によってかくまわれ、この全能のお方のふところに住んでいます。私は

宣言します。『神様こそ私の避難所、また安全地帯です。この神様への信頼を失うことはあり

ません』。神様はどのような罠からもあなたを救い出し、いのち取りの病気からも守ってくだ

さいます。神様の翼の下に、あなたはかくまわれるのです。・・・・暗やみに乗じてはびこる

伝染病も、明け方を襲う災害も恐れるに足りません」。神様は、私たちをこのように守って下

さいます。イエスの復活によって、生きておられるイエスが現実に私たちを守って下さいま

す。今のこの時、この神様の約束を信じて、神様によりすがりたいものです。 

▽Ⅰペテロ１：６、７ ここで、ペテロは当時のクリスチャンたちが直面している患難や苦



 3 

しみに目を向けています。この時、ペテロはイエスが言われた言葉を思い起していたのでは

ないでしょうか。すなわち「あなたがたは、世にあっては患難があります。しかし、勇敢で

ありなさい。わたしはすでに世に勝ったのです」（ヨハネ１６：３３）。イエスが言われたよ

うにこの世にあるならば、苦難や患難に直面します。当時はローマ帝国による迫害でしたし、

現代においてもいろいろな苦しみにぶつかります。コロナウィルスのこともそうです。しか

し、イエスは「世に勝たれた」のです。イエスは十字架の死と復活を通して、罪と死に勝利

され、また苦難にも勝利されました。イエスの復活を信じる私たちも、イエスとともにそれ

らに打ち勝ちます。ペテロは、イエスの復活という出来事を思い返して勝利を確信していま

した。 

ペテロは、クリスチャンは「さまざまの試練」に直面すると述べています。この「さまざ

まな」という言葉は「多彩とか、多数」という意味ですが、ペテロはこの言葉をもう一度使

っています。Ⅰペテロ４：１０「さまざまな恵み」と言っています。神様の恵みも多彩であ

り、多数です。私たちの苦しみは多く、さまざまですが、また神様の恵みもそうなのです。

人生にどのような苦難が襲ってきても、私たちはそれを克服することができる神様の恵みの

中にいます。あらゆる困難に耐える神様の恵みがあり、神様の恵みなしの患難もありません。

患難の中にも、神様の恵みがあります。神様は恵みにあふれたお方だからです。ペテロは、

神様のことを「あらゆる恵みに満ちた神」、「あなたがたをキリストにあってその永遠の栄光

の中に招き入れてくださった神」と言っています（Ⅰペテロ５：１０）。神様は、私たちが苦

しみや困難に遭っているのをご存知です。私たちは、その中にも神様の恵みを見出します。 

▽Ⅰペテロ１：８ 「あなたがたはイエス・キリストを見たことはないけれども愛しており」

とあります。ペテロは、約３０年前よみがえられたイエスに出会いました。しかし、ペテロ

がこの手紙を書いている時も、現在もイエスはこの地上におられません。ところが、あなた

がたはイエスを愛していると、ペテロは言います。ペテロは、よみがえられたイエスとガリ

ラヤ湖畔で出会ったことを思い起こしていたことでしょう。その時ペテロは、イエスから三

度「あなたはわたしを愛しますか」と問われ、「はい、私はあなたを愛します」と三度答えま

した。そして、イエスは、「ほかの人があなたに帯をさせ、あなたの行きたくない所に連れて

いきます」と、ペテロが苦難に会うことを話されました。そのことは、ヨハネ福音書では、

「ペテロがどのような死に方をして、神の栄光を現わすかを示して」とあります（ヨハネ 

２１：１９）。ペテロはその後、苦難を体験しましたが、そのことを通して神様の栄光を現わ

しました。伝説によりますと、ペテロはローマでさかさ十字架にかけられて、殉教したと言

われています。「いまは見てはいないけれども信じており、ことばに尽くすことのできない栄

えに満ちた喜びにおどっています」。よみがえられたイエスは、今は神様の御座におられます。

私たちの肉体の目で、イエスを見ることはできません。信仰の目によって、イエスが今も生

きて働かれ、私たちを守り、助け、死を乗り越えさせる希望を与えてくださっていることが

わかります。復活されたイエスは、今日も生きて私たちとともにおられます。しかし、イエ

スが再臨された時、私たちはイエスと会います。Ⅰコリント１３：１２ 私たちは、信仰の

目で聖霊の働きによって、生きておられるイエスを見ているならば、ついにイエスと顔と顔

を合わせることになります。イエスが復活されて栄光を受けられたように、私たちもイエス

と一つとなり、栄光を受ける者となります。これこそ、私たちの「生ける望み」です。イエ

スが苦難に勝利されたように、私たちもイエスの勝利にあずかります。その時まで、この苦

難を耐え忍びましょう。 


